
令和２年度 行政評価（施策マネジメントシート） 

29 快適な生活環境づくり 

主管課名 環境部 環境政策課 

主管課長名 泉 健一郎 電話番号 042-481-7561 

関係課名 

（組織順） 
営繕課，健康推進課，下水道課，ごみ対策課，住宅課，街づくり事業課，道路管理課，教育総務課 

目
的 

対 象 市民，事業者 

意 図 安心して暮らせる環境を維持することができる 

施策の方向 

生活環境被害の防止対策，まちの美化活動，路上喫煙対策，下水道の機能確保などについて，市民，

地域，事業者，市がそれぞれの役割に応じた取組を進め，市民が安心して暮らすことができる環境

の維持を図ります。 

＜施策と関連するＳＤＧｓの目標（ゴール）＞ 

         

 

 

施策の成果向上に向けた主な取組実績 

 施策における２つのアクション（➀横断的連携による施策の推進 ➁調布のまちの魅力発信） 

（29-1 生活環境の維持向上） 
・大気汚染測定調査を２箇所の常時測定局と３箇所の移動式測定局で実施，自動車騒音測定を市内５箇所（主要道路）

で実施，及び空間放射線量を毎月１回，市内１０箇所で測定し市報・ホームページで公表した。 

・騒音・振動・悪臭等生活環境の苦情・相談について迅速かつ適切に対応した。 

・飼い主のいない猫対策として，不妊・去勢手術費の一部を助成し，狂犬病予防法に基づく畜犬登録事務，狂犬病集合

予防接種を実施した。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
 ・空間放射線測定においては，公園・小学校・保育園等市立施設所管課との連携で測定を実施した。 

（29-2 美化活動の推進） 

・マナーアップ清掃をはじめとする地域での自主的な清掃活動を支援し，多摩川，野川，調布駅前クリーン作戦（一部

荒天により中止）を継続して実施し，清掃活動を推進した。 

・調布市受動喫煙防止条例に基づく京王線各駅周辺の路上等喫煙禁止区域において，啓発活動を実施するとともに，９

月から平日の朝・夕の通勤時間帯にパトロールを実施した。喫煙マナー啓発事業も引き続き実施した。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
・令和元年７月１日施行の「調布市受動喫煙防止条例」に基づく路上喫煙対策を，庁内連携（受動喫煙対策庁内連

絡会）のもと実施した。 
・ラグビーワールドカップ 2019 開催に向け，地域住民，東京都，市が連携し，飛田給駅前クリーン作戦を実施し

た。 

■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

・ラグビーワールドカップ 2019 開催に向けて，東京スタジアム最寄り駅の飛田給駅前クリーン作戦を実施した。 

➁調布のまちの魅力発信 
・市内京王線全駅周辺，市が管理する公園や公共施設及び児童・生徒の通う施設周辺等の路上での喫煙禁止を条例

で規定し受動喫煙防止対策を推進している。 

（29-3 持続的な下水道事業の推進） 

・令和３年度からの次期下水道総合計画となる（仮称）下水道総合ビジョンの策定準備として，現状及び課題の整理や

財政シミュレーション等を行った。 

・調布市下水道長寿命化計画に基づき，布田・調布ケ丘地区の管路・マンホール蓋の長寿命化対策工事を行った。また，

市域全体の最適化を図るストックマネジメントの導入準備として，管路の劣化状況の詳細調査等を行った。 

・老朽化が進行している仙川汚水中継ポンプ場について，長期的なコスト及び災害時のリスク低減等のため，ポンプに

よる圧送方式から管路の新設による自然流下方式へ切替える方向性を決定した。 

・経営内容の明確化を進め経営基盤の強化や財政マネジメントの向上を図るため，令和２年４月から下水道事業に公営

企業会計を適用する条例を制定し，公営企業会計方式で令和２年度予算を編成した。 

 ➀横断的連携による施策の推進 
■連携テーマ 3 「2019 年・2020 年を契機としたレガシーの創出」 

 ・ラグビーワールドカップ 2019 のマンホール蓋をデザインした紙コースターをイベント時に配布するほか，

１ 令和元年度の振返り ― 取組実績（ＤＯ）  



（施策 29 快適な生活環境づくり） 

市内中学校等へ配布した（1万 6,000 枚）。 

➁調布のまちの魅力発信 
・「ゲゲゲの鬼太郎」のマンホール蓋をデザインしたマンホールカードを発行した（1 万 153 枚配布）。 

＜令和元年度における施策の成果についての総括＞ 
・生活環境に関する苦情・相談事案に迅速かつ適切に対応した結果，公害対策について不満を感じる市民の割合を低減

することができた。一方，美化活動については悪天候（台風１９号）の影響を受けた。 

・下水道事業においては，下水道施設の計画的な管理を進めるとともに，下水道事業への関心を高めるべく紙コースタ

ー・マンホールカード等を活用した新たな情報発信に取り組むことができた。 

ま ち づ く り 指 標 
【☆：基本計画におけるまちづくり指標，◎：総合戦略における指標】 

基準値 
単位 

実績値 目標値 

(基準年度) 令和元年度 令和 4 年度 

１ 騒音や悪臭などの公害対策について不満を感じる市民の割合【☆】 
19.5 

(H30) 
%  13.8 

20.0 

未満 

２ 美化活動に参加した市民の数【☆】 
9,075 

(H29) 
人 4,428 

１万

1,000 

３ 長寿命化対策工事やストックマネジメントに基づく対策工事済又は健

全確認済管路延長【☆】 

66.8 

(H30) 
km 68.0 68.8 

【備考】 

 

総
合
評
価 

A 
Ｓ：「顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。」 

Ａ：「予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。」 

Ｂ：「一定程度の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成した。」  

Ｃ：「予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至らなかった。」 

Ｄ：「取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。」 

理
由 

・生活環境の維持向上においては環境測定，苦情・相談対応等を適切に実施できたこと，及び美化活動の推進で

は，荒天の影響を受けて中止したものを除き，概ね計画どおりに目標を達成できたため。 

・持続的な下水道事業の推進においては，予定していた事業を完了させることができ，計画どおりに目標を達成

できたため。 

  

 

 区 分 
今 後 の 取 組 の 方 向 

★：重点プロジェクトに関連する取組，●：新規の取組，○：拡充の検討を要する取組 

令和２年度の取組 

・公害に関する常時測定，定点観測を引き続き実施し，市民・関係機関等に情報提供を行う。 

・引き続き，生活環境上の苦情・相談に迅速かつ適切に対応する。 

・美化活動の支援及び美化意識の啓発を推進するとともに，東京２０２０大会のおもてなし事

業（駅前クリーン作戦）を展開する。 

・平成２７年度から取り組んできた布田・調布ケ丘地区の長寿命化対策工事を完了させる。 

・下水道施設のストックマネジメント計画を策定する。 

・下水道事業において公営企業会計による経理事務を安定的に進める。 

・下水道分野のマスタープランである下水道総合計画の次期計画として，（仮称）下水道総合ビ

ジョンを策定する。 

○仙川汚水中継ポンプ場の自然流下方式への切替に向け，測量調査や設計を行う。 

 

新型コロナウイルス感

染症の影響に伴う対応 

・保健所通りにおける下水道長寿命化対策工事について，工事の一時中止等の影響により，工

期を延伸予定。 

★下水道総合ビジョンの策定について，受託業者の業務縮小及び委員会設置準備の中断等によ

り，当初予定から約 1 か月遅延したが，年度末までに策定を予定。 

東京 2020大会開催

延期に伴う対応 

・東京２０２０大会の来訪者をきれいなまちでお迎えするため，飛田給駅前，調布駅前でのク

リーン作戦を強化して実施する。 

台風への対応を踏まえ

た災害対応 

 

令和３年度以降の 

計画期間内の取組 

（令和２年度から 

継続する取組を除く） 

・下水道施設の次期地震対策計画を策定する。 

・下水道施設のストックマネジメント計画に基づく改築・補修など老朽化・劣化対策事業に着

手する。 

 

２ 令和元年度の振返り ― 評価（ＣＨＥＣＫ） 

 （旧施策№    施策名） 

３ 施策の方向 ― （ＡＣＴＩＯＮ）  



２９　快適な生活環境づくり

№ 事務事業名

重点
プロ
ジェ
クト
事業

総合
戦略 所管部署 事務事業の概要

1

都市美化の
促進と路上
喫煙対策の
推進

環境政策
課

美化推進キャンペーンによる啓発活動，定期的な清掃活動の実施・支援，美化推進重点地区
の支援等の都市美化を推進するとともに，喫煙マナーの向上を図る。
【都市美化・路上等喫煙禁止区域パトロール】
美化意識や喫煙マナー啓発のため，春の一定期間など，京王線各駅周辺で実施する。
東京２０２０大会に向けて，令和元年度に引き続き２年度・３年度については，適切な時期
を検討したうえで実施する。
【クリーン作戦】
令和２年度・３年度は，東京２０２０大会に向けて，前年度の実績を踏まえ多摩川・野川・
調布駅前・飛田給駅前等クリーン作戦の実施に向け調整を進める。

2
下水道施設
の機能維持

① ● 下水道課

持続的な下水道事業を推進するため，調布市下水道総合計画に基づき，計画的・効率的に施
設の維持管理を進める。
災害時における避難所等からの排水機能を確保するため，管路等の地震対策を推進する。



２９　快適な生活環境づくり

計画
前倒し

計画
どおり

計画
遅れ

有効性
改善

効率性
改善

財政面
改善

参加と
協働
改善

改善
余地
なし

1

都市美化
の促進と
路上喫煙
対策の推
進

環境政
策課

16,977

地域住民による自主的な清掃活動への支援や「美化推進重点地区」における
継続的な美化清掃事業の実施などにより，都市美化に対する市民意識の向上
を図った。
これまでの多摩川・野川・調布駅前に加え，飛田給駅前でクリーン作戦を実
施し，市民との協働による定期的な清掃活動を継続した。
喫煙マナーアップキャンペーンの実施や，路上喫煙防止に向けた横断幕の設
置などにより，マナー向上の啓発を図った。
これらの取組により，都市美化等の取組を継続的に推進することができた。
加えて，受動喫煙防止条例に基づき指定した市内京王線９駅周辺の路上等喫
煙禁止区域内におけるパトロールを９月から新たに実施し，受動喫煙防止等
に関する啓発に取り組んだ。

○ ● ● ●

美化推進重点地区（京王多摩川駅・仙川駅）などにおける地域住民による自主
的な美化活動（喫煙マナーアップ清掃）を引き続き支援していく。また，多摩
川，野川，調布駅前クリーン作戦が市民及び地域等に根付くよう，今後も継続
的に実施していくとともに，東京２０２０大会の開催に向けて，引き続き飛田
給駅前においても実施する。
路上喫煙の防止や喫煙マナーの向上に向けて，路上等喫煙禁止区域におけるパ
トロールの強化を図るなど，引き続き，各種の取組を実施していく。あわせ
て，路上等喫煙禁止区域を広く周知・ＰＲするため，路上等に横断幕，路面ス
テッカー，看板等を設置していく。
各種取組の実施に当たっては，財源の確保や仕様の工夫も含めた効率的な対応
に努めていく。
◆新型コロナウィルス感染症の影響を踏まえ，多数の参加者を見込む事業の対
応を検討していく。

2
下水道施
設の機能
維持

① ●
下水道
課

330,782

「調布市下水道長寿命化計画」（布田・調布ケ丘地区対象）に基づき，管路
の更生・人孔蓋交換などの長寿命化対策工事を４件実施した（１件は債務負
担行為を適用し令和２年まで実施）。また，仙川中継ポンプ場におけるス
トックマネジメント計画において，長期的なコスト及び災害時のリスクを踏
まえ，自然流下方式に切り替えていくこととした。
次期下水道総合計画の策定準備として，財政シミュレーションの構築等を
行った。
次期下水道総合地震対策計画の策定に向けて，耐震上重要な幹線に位置付け
られる路線の耐震診断を実施した。

○ ● ● ●

「調布市下水道長寿命化計画」（平成２７年度～令和２年度）に基づき，布
田・調布ケ丘地区において対策工事を行い，下水道施設の改築・更新を進めて
いく。
また，ライフサイクルコストの縮減・平準化等，効率的・効果的な施設の運用
を目的とした５年間のストックマネジメント計画を策定するとともに，仙川中
継ポンプ場の自然流下化に向けた取組を推進する。
さらに，将来想定される首都直下型地震の際，下水道の有効性を向上させるこ
とを目的とした，次期下水道総合地震対策計画策定に向けて，耐震診断を実施
する。
令和２年度には，これらを網羅する次期調布市下水道総合計画（（仮称）調布
市下水道総合ビジョン）を策定する。

0 2 0 1 1 2 0 0 計

0.0 100.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 割合（％）

今後の取組内容

（新型コロナウイルス感染症の影響に関連する内容は冒頭に◆印を記載しています）

Ｒ１取組実績 方向性

　　　　※各事務事業の概要については，巻末の「⑦事務事業概要一覧」をご参照ください。　　　　

№ 事務事業名

重点
プロ
ジェ
クト
事業

総合
戦略

所管部署

R１
決算

事業費
（千円）

令和元年度の取組実績
実績
評価

進捗状況・今後の取組の方向性

当該施策に体系付けられている全ての事務事業については，巻末に掲載している
参考資料「⑥事務事業一覧（施策体系順）」をご参照ください。


